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愛
媛
さ
と
い
も
広
域
選
果
場
が
稼
働（
愛
媛
県
本
部
）

「未来ある村 日本農泊連合」の
結成記念シンポで神出理事長が講演
（くらし支援事業部）

新生「㈱エーコープ近畿」がスタート
（くらし支援事業部）

米の鑑定技術競うＪＡグループ
全国農産物鑑定会開催（米穀部）

全農の自己改革状況は計画どおり
（広報・調査部）

兵庫、大阪の農高で「酪農の夢」出張授業
（酪農部）

「とくしまマラソン２０１９」で応援活動
（徳島県本部）

全国サクランボ研究大会山形県大会を
開催（山形県本部）

山形県本部・鶴岡高専が研究交流で
協定（山形県本部）

「農協珈琲」を発売（協同乳業㈱）

ＪＡタウンショップ紹介
　ＪＡ上士幌町（北海道）
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Web版JA全農ウィークリーは
こちらから

https://www.zennoh-weekly.jp/
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面
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7

カーリング男子日本代表に
「ニッポンの食」を提供（広報・調査部）

Web
限定

2

3

総務人事部、
広報・調査部

中期3か年計画などを承認した第51回臨時総代会（４面）

愛媛県四国中央市で稼働した愛媛さといも
広域選果場（3面）

研究交流の協定書を手に握手を交わす後
藤和雄山形県本部長㊨と高橋幸司鶴岡工
業高等専門学校長（７面）

中期３か年計画などを承認
第51回臨時総代会を開催

（ ）



News!

「未来ある村 日本農泊連合」の結成記念シンポで神出理事長が講演
労働力支援を核とした地域農業振興を語る くらし支援事業部

　
農
泊
を
進
め
る「
未
来
あ
る
村 

日
本
農
泊
連
合
」の
結
成
記
念
シ
ン

ポ
ジ
ウ
ム
が
3
月
16
、17
日
、大
分
県
宇
佐
市
で
開
か
れ
ま
し
た
。シ
ン

ポ
ジ
ウ
ム
で
は
全
農
の
神
出
元
一
理
事
長
が「
地
域
農
業
の
振
興
を
核

に
し
た
地
方
創
生
の
取
り
組
み
―
J
A
全
農
の
挑
戦
―
」と
題
し
講
演

し
ま
し
た
。

　
「
未
来
あ
る
村 

日
本
農
泊
連

合
」は
日
本
の
農
泊
の
先
駆
者

で
あ
る
N
P
O
法
人「
安
心
院

町
グ
リ
ー
ン
ツ
ー
リ
ズ
ム
研
究

会
」（
大
分
県
宇
佐
市
）が
中
心

と
な
っ
て
、
日
本
全
国
へ
農
泊

を
進
め
て
い
く
た
め
に
結
成
さ

れ
た
組
織
で
す
。同
連
合
は
日
本

に
お
い
て
、
長
期
休
暇
の
取
得

を
義
務
付
け
る
バ
カ
ン
ス
法
の

制
定
を
求
め
て
い
ま
す
。

　
2
日
に
わ
た
っ
て
開
催
さ
れ

た
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
で
は
、
全
国

か
ら
関
係
者
約
6
0
0
人
が
集

ま
り
ま
し
た
。石
破
茂
元
地
方
創

生
担
当
相
が「
頑
張
れ
未
来
あ

る
村
」と
題
し
た
特
別
講
演
を
行

い
ま
し
た
。ま
た
、基
調
講
演
で

は
全
農
の
神
出
理
事
長
が
労
働

力
支
援
を
核
と
し
た
地
域
農
業

振
興
に
つ
い
て
講
演
し
、
農
泊

が
農
村
に
新
た
な
消
費
や
雇
用

を
生
み
出
し
た
り
、
労
働
力
支

援
の
き
っ
か
け
に
な
る
、
農
村

が
都
市
住
民
の
教
育
、
心
の
安

定
の
場
と
し
て
も
大
切
で
は
な

い
か
と
語
り
ま
し
た
。

　
同
連
合
に
は
現
在
ま
で
に
全

国
約
30
の
団
体
が
参
加
し
て
お

り
、全
農
も
趣
旨
に
同
意
し
、協

力
す
る
こ
と
と
し
て
い
ま
す
。

シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
で
講
演
す
る
神
出
理
事

長
。基
調
講
演
で
は
ノ
ン
フ
ィ
ク
シ
ョ
ン
作

家
の
島
村
菜
津
さ
ん
も
講
演

News!

新生「株式会社エーコープ近畿」がスタート
株式会社Ａコープ京都と合併、近畿６府県域に拡大 くらし支援事業部

　
株
式
会
社
エ
ー
コ
ー
プ
近
畿
と
株
式
会
社
A
コ
ー
プ
京
都
が
4
月
1

日
に
合
併
し
、近
畿
地
区
2
府
4
県（
三
重
・
京
都
・
大
阪
・
兵
庫
・

奈
良
・
和
歌
山
）を
営
業
エ
リ
ア
と
す
る
新
生「
株
式
会
社
エ
ー
コ
ー
プ

近
畿
」と
し
て
ス
タ
ー
ト
し
ま
し
た
。

　
両
社
の
合
併
で
、
近
畿
地
区

に
お
け
る
A
コ
ー
プ
店
舗
事
業

の
規
模
拡
大
と
経
営
基
盤
の
強

化
を
図
り
、
農
産
物
直
売
所
併

設
の
新
業
態
店
舗（
J
A
フ
ァ
ー

マ
ー
ズ
）の
出
店
を
進
め
、生
産

者
と
消
費
者
を
安
心
で
結
ぶ「
懸

け
橋
」機
能
を
強
化
し
ま
す
。

　
新
会
社
の
ス
タ
ー
ト
に
当
た

り
、大
阪
市
内
で
開
催
さ
れ
た
株

主
総
会
で
、高
崎
淳
社
長
は「
今

回
の
㈱
A
コ
ー
プ
京
都
と
の
合

併
を
機
に
、
気
持
ち
を
新
た
に

し
、J
A
フ
ァ
ー
マ
ー
ズ
出
店
と

さ
ら
な
る
事
業
拡
大
に
向
け
業

務
に
邁ま
い
し
ん進
し
て
行
く
」と
力
強
く

意
気
込
み
を
語
り
ま
し
た
。

　
新
会
社
の
資
本
金
は
1
億
円
、

2
0
1
9
年
度
の
売
上
高
計
画

は
37
店
舗
で
約
3
3
0
億
円
、

J
A
フ
ァ
ー
マ
ー
ズ
店
舗
は
、大

阪
府
の「
ら
ら
ぽ
ー
と
和
泉
店
」、

兵
庫
県
の「
た
じ
ま
ん
ま
和
田

山
」に
続
き
、他
府
県
域
で
も
展

開
し
て
い
き
ま
す
。安
全
・
安
心

な
地
元
産
、県
産
、国
産
に
こ
だ

わ
っ
た
商
品
政
策
で
、「
お
客
様

満
足
日
本
一
!
」「
従
業
員
満
足
・

働
き
た
い
職
場
日
本
一
!
」を
目

指
し
、J
A
グ
ル
ー
プ
で
連
携
し

た
売
り
場
作
り
と
社
内
改
革
に

取
り
組
ん
で
い
き
ま
す
。

新会社のスタートに当たり抱負を語る
高崎社長

お客さまでにぎわう「ＪＡファーマーズ・
たじまんま和田山」（昨年10月開店）
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News!

愛媛さといも広域選果場が稼働
ＪＡの枠越え系統共販率向上と生産面積拡大へ 愛媛県本部

　
愛
媛
県
本
部
は
、県
特
産
品
さ
と
い
も「
伊
予
美
人
」の
主
力
産
地
で

あ
る
東
予
地
区
4
Ｊ
Ａ
が
参
加
す
る
広
域
集
出
荷
施
設「
愛
媛
さ
と
い

も
広
域
選
果
場
」を
四
国
中
央
市
に
建
設
し
、3
月
22
日
か
ら
稼
働
し
ま

し
た
。

　
愛
媛
県
産
さ
と
い
も
は
、「
女

早
生
」を
系
統
選
抜
し
た「
愛
媛

農
試
V
2
号
」を
Ｊ
Ａ
ブ
ラ
ン

ド「
伊
予
美
人
」（
全
農
商
標
）と

し
て
販
売
促
進
活
動
を
進
め
、

東
予
地
区
全
域
で
栽
培
面
積
が

拡
大
し
て
い
ま
す
。一
方
、各
Ｊ

Ａ
の
選
果
基
準
の
違
い
か
ら
品

質
・
出
荷
ロ
ッ
ト
の
バ
ラ
ツ
キ
、

小
規
模
選
果
施
設
で
の
選
果
対

応
能
力
が
課
題
に
な
っ
て
お
り
、

平
成
27
年
度
か
ら
愛
媛
県
本
部

と
東
予
地
区
の
5
Ｊ
Ａ
が
共
同

選
果
モ
デ
ル
事
業
を
開
始
し
、

選
果
基
準
の
統
一
化
や
Ｊ
Ａ
間

格
差
の
是
正
な
ど
を
行
っ
て
き

ま
し
た
。

　
こ
の
よ
う
な
中
、
産
地
収
益

力
強
化
支
援
事
業（
産
地
パ
ワ
ー

ア
ッ
プ
事
業
）を
活
用
し
、さ
と

い
も
の
選
果
・
選
別
・
包
装
機

能
と
直
販
機
能
な
ら
び
に
芋
分

離
・
根
切
り
機
能
を
具
備
し
た

同
選
果
場
を
設
置
し
ま
し
た
。処

理
能
力
は
日
量
35
㌧
、
年
間
約

３
０
０
０
㌧
の
出
荷
を
計
画
し

て
い
ま
す
。

　
Ｊ
Ａ
枠
を
超
え
た
広
域
選
果

場
と
し
て
、
東
予
地
区
の
系
統

共
販
率
の
向
上
と
生
産
面
積
の

拡
大
と
県
本
部
に
よ
る
生
産
か

ら
販
売
を
一
元
化
す
る
こ
と
で
、

生
産
者
の
所
得
向
上
を
目
指
し

て
い
き
ま
す
。

愛
媛
さ
と
い
も
広
域
選
果
場
で
行
わ

れ
た
初
選
果

News!

米の鑑定技術の腕競い合う
各府県代表が参加しＪＡグループ全国農産物鑑定会 米穀部

　
全
農
と
全
国
Ｊ
Ａ
農
産
物
検
査
協
議
会
は
3
月
8
日
、「
第
16
回
Ｊ
Ａ

グ
ル
ー
プ
全
国
農
産
物
鑑
定
会
」を
開
き
、各
府
県
の
代
表
が
一
堂
に
会

し
鑑
定
技
術
を
競
い
ま
し
た
。

　
全
農
は
、
農
産
物
検
査
技
術

の
向
上
と
検
査
員
相
互
の
交
流

を
目
的
に
平
成
15
年
度
か
ら
全

国
農
産
物
鑑
定
会
を
開
い
て
い

ま
す
。

　
平
成
30
年
度
も
千
葉
市
の
Ｊ

Ａ
共
済
幕
張
研
修
セ
ン
タ
ー
で

開
き
、
全
国
37
道
府
県
か
ら
80

人
の
代
表
選
手
が
水
稲
う
る
ち

玄
米
35
点
、
水
稲
も
ち
玄
米
5

点
を
鑑
定
し
、
技
術
を
競
い
ま

し
た
。

　
全
国
鑑
定
会
独
特
の
緊
張
感

の
中
、
選
手
は
普
段
は
検
査
す

る
こ
と
が
な
い
自
県
産
以
外
の

全
国
各
地
の
米
の
鑑
定
に
挑
戦

し
、
日
頃
か
ら
研け
ん

鑽さ
ん

を
積
ん
だ

鑑
定
技
術
を
十
分
に
発
揮
し
ま

し
た
。

　
今
回
は
2
人
の
満
点
獲
得
者

が
出
る
な
ど
、
多
く
の
選
手
が

高
得
点
と
な
り
、
順
位
は
鑑
定

時
間
の
短
さ
に
よ
り
決
定
す
る

と
い
う
熱
戦
と
な
り
ま
し
た
。

　
今
回
参
加
し
て
い
た
だ
い
た

農
産
物
検
査
員
の
皆
さ
ま
に
は
、

Ｊ
Ａ
グ
ル
ー
プ
農
産
物
検
査
へ

の
信
頼
の
確
保
、
検
査
技
術
の

維
持
・
向
上
の
た
め
に
、

リ
ー
ダ
ー
と
し
て
活
躍
さ

れ
る
こ
と
を
期
待
し
ま
す
。

成績優秀者として表彰された皆さん（前列）

成績優秀者５人は次の通りです。

優秀賞
倉田智博さん（熊本県ＪＡあまくさ）
松尾幸助さん（長崎県ＪＡながさき県央）
水野行則さん（岐阜県ＪＡひがしみの）
日比野誠司さん（岐阜県ＪＡにしみの）

最優秀賞
倉本昌人さん（新潟県ＪＡひすい）
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臨
時
総
代
会
終
了
後
に

は
、Ｊ
Ａ
ビ
ル
で
記
者
説
明
会

を
開
き
、新
聞
社
や
テ
レ
ビ
局

な
ど
19
社
27
人
が
出
席
し
ま

し
た
。臨
時
総
代
会
同
様
、ビ

デ
オ
で
自
己
改
革
お
よ
び
中

期
3
か
年
計
画
に
つ
い
て
概

要
を
見
て
い
た
だ
い
た
後
、長

澤
会
長
、神
出
元
一
理
事
長
、

岩
城
晴
哉
専
務
、山
﨑
周
二

専
務
が
記
者
か
ら
の
質
問
に

答
え
、メ
デ
ィ
ア
と
の
コ
ミ
ュニ

ケ
ー
シ
ョン
を
深
め
ま
し
た
。

　
全
農
は
３
月
26
日
、都
内
で
第
51
回
臨
時
総
代
会
を
開

き
、「
３
か
年
計
画
な
ら
び
に
平
成
31
年
度
事
業
計
画
」な

ど
の
議
案
が
、原
案
通
り
承
認
さ
れ
ま
し
た
。

【
総
務
人
事
部
、広
報
・
調
査
部
】

中
期
３
か
年
計
画
な
ど
の

議
案
を
承
認
第
51
回
臨
時
総
代
会
を
開
催全農の自己改革および中期３か年計画について説明するビデオ

全農の自己改革に関する日本農業新聞の記事を集めた
「ＪＡ全農自己改革記事集」多くのメディアが出席した記者説明会

終
了
後
に
記
者
説
明
会
も

　
開
会
あ
い
さ
つ
で
長
澤
豊
会

長
は「
本
年
は
新
た
な『
中
期

３
か
年
計
画
』が
ス
タ
ー
ト
す

る
勝
負
の
年
で
あ
る
と
認
識

し
て
い
る
。『
す
べ
て
は

組
合
員
の
た
め
に
、そ

し
て
消
費
者
、国
民
の

た
め
に
』と
い
う
基
本

的
考
え
方
の
も
と
、Ｊ

Ａ
支
援
や
生
産
基
盤

維
持
拡
大
と
いっ
た
重

点
実
施
策
を
着
実
に

実
践
し
、全
農
改
革
の

完
遂
に
全
身
全
霊
で

挑
戦
し
て
い
く
覚
悟

だ
」と
述
べ
ま
し
た
。

　
今
回
初
め
て
の
試

み
と
し
て
、中
心
的
議

案
で
あ
る
中
期
3
か

年
計
画
の
説
明
は
、自
己
改
革

の
歩
み
と
と
も
に
ま
と
め
ら
れ

た
ビ
デ
オ
の
上
映
に
よ
り
行
い

ま
し
た
。

自
己
改
革
記
事
集
を
配
布

議
案
説
明
に
初
め
て
ビ
デ
オ
を
活
用

　
全
農
で
は
、全
農
の

自
己
改
革
に
関
す
る
日

本
農
業
新
聞
の
記
事
を

集
め
た「
Ｊ
Ａ
全
農
自

己
改
革
記
事
集
」を
制

作
し
、総
代
会
の
出
席

者
に
配
布
し
ま
し
た
。

全
農
の
自
己
改
革
の
歩

み
に
つ
い
て
、広
く
理
解

を
深
め
て
も
ら
う
た
め
、

日
本
農
業
新
聞
デ
ー
タ

ベ
ー
ス
を
活
用
し
て
制

作
し
た
も
の
で
す
。

　
こ
の
記
事
集
に
関
す
る
お

問
い
合
わ
せ
は
、広
報・調
査

部
広
報
企
画
課（
Ｔ
Ｅ
Ｌ
：

０
３
│
６
２
７
１
│
８
０
５
５
）

ま
で
。

中期3か年計画などを承認した第51回臨時総代会

JA
 Z

ennoh W
eekly

イ
ン
フ
ォ
メ
ー
シ
ョ
ン
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臨
時
総
代
会
終
了
後
に

は
、Ｊ
Ａ
ビ
ル
で
記
者
説
明
会

を
開
き
、新
聞
社
や
テ
レ
ビ
局

な
ど
19
社
27
人
が
出
席
し
ま

し
た
。臨
時
総
代
会
同
様
、ビ

デ
オ
で
自
己
改
革
お
よ
び
中

期
3
か
年
計
画
に
つ
い
て
概

要
を
見
て
い
た
だ
い
た
後
、長

澤
会
長
、神
出
元
一
理
事
長
、

岩
城
晴
哉
専
務
、山
﨑
周
二

専
務
が
記
者
か
ら
の
質
問
に

答
え
、メ
デ
ィ
ア
と
の
コ
ミ
ュニ

ケ
ー
シ
ョン
を
深
め
ま
し
た
。

　
全
農
は
３
月
26
日
、都
内
で
第
51
回
臨
時
総
代
会
を
開

き
、「
３
か
年
計
画
な
ら
び
に
平
成
31
年
度
事
業
計
画
」な

ど
の
議
案
が
、原
案
通
り
承
認
さ
れ
ま
し
た
。

【
総
務
人
事
部
、広
報
・
調
査
部
】

中
期
３
か
年
計
画
な
ど
の

議
案
を
承
認
第
51
回
臨
時
総
代
会
を
開
催全農の自己改革および中期３か年計画について説明するビデオ

全農の自己改革に関する日本農業新聞の記事を集めた
「ＪＡ全農自己改革記事集」多くのメディアが出席した記者説明会

終
了
後
に
記
者
説
明
会
も

　
開
会
あ
い
さ
つ
で
長
澤
豊
会

長
は「
本
年
は
新
た
な『
中
期

３
か
年
計
画
』が
ス
タ
ー
ト
す

る
勝
負
の
年
で
あ
る
と
認
識

し
て
い
る
。『
す
べ
て
は

組
合
員
の
た
め
に
、そ

し
て
消
費
者
、国
民
の

た
め
に
』と
い
う
基
本

的
考
え
方
の
も
と
、Ｊ

Ａ
支
援
や
生
産
基
盤

維
持
拡
大
と
いっ
た
重

点
実
施
策
を
着
実
に

実
践
し
、全
農
改
革
の

完
遂
に
全
身
全
霊
で

挑
戦
し
て
い
く
覚
悟

だ
」と
述
べ
ま
し
た
。

　
今
回
初
め
て
の
試

み
と
し
て
、中
心
的
議

案
で
あ
る
中
期
3
か

年
計
画
の
説
明
は
、自
己
改
革

の
歩
み
と
と
も
に
ま
と
め
ら
れ

た
ビ
デ
オ
の
上
映
に
よ
り
行
い

ま
し
た
。

自
己
改
革
記
事
集
を
配
布

議
案
説
明
に
初
め
て
ビ
デ
オ
を
活
用

　
全
農
で
は
、全
農
の

自
己
改
革
に
関
す
る
日

本
農
業
新
聞
の
記
事
を

集
め
た「
Ｊ
Ａ
全
農
自

己
改
革
記
事
集
」を
制

作
し
、総
代
会
の
出
席

者
に
配
布
し
ま
し
た
。

全
農
の
自
己
改
革
の
歩

み
に
つ
い
て
、広
く
理
解

を
深
め
て
も
ら
う
た
め
、

日
本
農
業
新
聞
デ
ー
タ

ベ
ー
ス
を
活
用
し
て
制

作
し
た
も
の
で
す
。

　
こ
の
記
事
集
に
関
す
る
お

問
い
合
わ
せ
は
、広
報・調
査

部
広
報
企
画
課（
Ｔ
Ｅ
Ｌ
：

０
３
│
６
２
７
１
│
８
０
５
５
）

ま
で
。

中期3か年計画などを承認した第51回臨時総代会
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 Z

ennoh W
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イ
ン
フ
ォ
メ
ー
シ
ョ
ン

●30年産米は、実需者直接販売125万㌧（計画125万㌧）、買取
販売50万㌧（計画50万㌧）の計画達成を見込んでいる。
●ＪＡと連携し、業務用実需者ニーズに応じた多収米等の契約栽培
や、安定取引につながる複数年・播種前など事前契約を拡大した。
●実需者や米卸等との出資・業務提携を推進するとともに、
広域集出荷施設の新設をすすめている。

●30年度の直接販売実績は、3380億円（計画3300億円、前年
比104％）と、計画達成を見込んでいる。
●広域集出荷施設等のインフラを整備し、農業労働力支援の
強化や直販事業の拡大をはかるとともに、営農指導や販売
業務などＪＡとの機能分担や重複機能の見直しをおこない、
ＪＡ支援を強化する。

１．販売事業

●29肥料年度の春肥からスタートした新たな共同購入では、
対象銘柄を普通化成・苦土入り高度化成にまで拡大、全体
では約550銘柄を25銘柄に集約し、30年秋用肥料３万㌧、
31年春用肥料8.3万㌧、年間合計で11万㌧を超える予約
を積み上げて入札を実施し、最も安価なメーカーから購入
した。

●農薬担い手直送規格は、通常規格と比較し概ね２～３割の
価格引き下げを実現し、供給計画８万㌶の達成を見込んで
いる。
●ジェネリック農薬は、35年度（2023年度）からの供給をめざして
登録取得に向けた各種試験をすすめている。
●水稲除草剤の品目集約は、28年度の431品目を30年度は340
品目まで集約をすすめている。

●大型トラクターの共同購入では、標準的な４社同クラス機と比
較して、生産者の購入価格を概ね２～３割引き下げ、30年度
は購入目標597台を大きく上回り、853台を出荷した。

●全国標準規格段ボール箱への集約は、３品目（タマネギ、サト
イモ、ピーマン）で30年３月より供給を開始し、１月末での切替
数量は約83万4000ケース・規格削減率14％となっている。

●ＪＡ西日本くみあい飼料（株）では、30年度中に坂出工場の製
造移管をおこない、倉敷・宇和島工場の２工場での合理的な
製造・供給体制を整備する。
●31年４月、本会子会社であるホクレンくみあい飼料（株）は、
雪印種苗（株）と合弁で配合飼料製造受託専門会社を設立
する。
●カナダでは、地元穀物取扱業者と合弁で輸出施設運営会社
（ＦＧＴ社）を設立、内陸集荷から積み出し港までの一貫物流
を構築する。

４．生産資材事業

●30年度は、新規取引品目の拡大（30件）、直接販売の拡大に向
けた直接商談（66件）、外食企業に向けた販売拡大、グループ会
社や食品メーカーと連携した商品開発（10商品）、米の多収品種
の作付拡大に向けた実需者推進（数量結び付け3,500㌧）、加
工・業務用野菜等の新規産地開発（18産地）を実施した。

●30年5月、国産農畜産物のオンラインショップ「JAタウン」のサ
イトを全面リニューアルした。
●30年9月に広島、12月には大分に「みのりみのる」の外食店舗
を新規出店（累計13店舗）、31年3月にはJR品川駅構内に初
の中食店舗を出店した。
●東京、名古屋、大阪、広島、福岡など全国各地の商業施設等
でJAと連携したマルシェを開催した（30年度通算46回）。

２．営業開発・フードマーケット事業

●30年４月に香港、８月に台湾に現地法人を設立し、30年度輸
出実績は年間計画49億円の達成をほぼ見込んでいる。

３．輸出事業

（１）米穀事業 （１）肥料事業

（２）農薬事業

（３）農業機械事業

（４）段ボール事業

（５）飼料事業

（２）園芸事業

（１）営業開発

（２）フードマーケット事業

　平成29年３月に組織決定した「農林水産業・地域の活力創造プラン」に係る全農の取り組みの現時点の
状況は、計画どおり進捗しています。主なポイントは以下のとおりです。　　　　　　　　  【広報・調査部】

自己改革は
計画どおり進捗

自己改革の取組状況

しん　　ちょく
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News!

兵庫、大阪の農高で「酪農の夢」出張授業
日本コカ・コーラ㈱と取り組む 5by20 プロジェクト 酪農部

　
酪
農
部
は
、
日
本
コ
カ
・
コ
ー
ラ
㈱
と
取
り
組
む
5
b
y
20
プ
ロ

ジ
ェ
ク
ト
の
一
環
と
し
て
、酪
農
の
次
世
代
育
成
の
た
め
、2
月
18
日

に
兵
庫
県
立
播
磨
農
業
高
校
、3
月
15
日
に
は
大
阪
府
立
農
芸
高
校
で

出
張
授
業
を
行
い
ま
し
た
。

　
13
・
14
回
目
と
な
る「
酪
農

の
夢
」出
張
授
業
、
学
校
側
か

ら
開
催
希
望
を
い
た
だ
き
、
大

阪
府
立
農
芸
高
校
で
は
約
3
年

ぶ
り
2
回
目
の
授
業
と
な
り
ま

し
た
。

　
初
開
催
と
な
っ
た
兵
庫
で
は

秋
田
県
新
林
牧
場
の
柴
田
さ
ん

と
滋
賀
県
山
田
牧
場
の
従
業
員

で
あ
る
長
﨑
さ
ん
が
、大
阪
で
は

北
海
道
山
岸
牧
場
さ
く
ら
工
房

の
北
出
さ
ん
と
群
馬
県
関
牧
場

の
関
さ
ん
が
そ
れ
ぞ
れ
登
壇
し
、

酪
農
家
と
し
て
の
半
生
や
酪
農

の
や
り
が
い
、命
と
の
向
き
合
い

方
な
ど
を
講
演
し
ま
し
た
。

　
両
校
合
わ
せ
て
約
２
２
０
人

の
生
徒
が
参
加
し
、「
牛
と
共
に

生
き
て
い
る
と
い
う
話
が
印
象

的
だ
っ
た
」「
命
の
尊
さ
を
考
え

さ
せ
ら
れ
た
」と
い
っ
た
感
想
が

寄
せ
ら
れ
、酪
農
へ
の
理
解
を
深

め
る
と
共
に
魅
力
を
伝
え
る
授

業
と
な
り
ま
し
た
。

大
阪
府
立
農
芸
高
校
で
酪
農
の
や
り
が
い
な

ど
を
語
る
北
出
さ
ん
と
関
さ
ん（
左
の
2
人
）

兵
庫
県
立
播
磨
農
業
高
校
で
出
張

授
業
を
し
た
柴
田
さ
ん
と
長
﨑
さ
ん

News!

徳島県産米「あきさかり」のおにぎりとスダチ飲料でおもてなし
「とくしまマラソン 2019」で応援活動 徳島県本部

　
「
と
く
し
ま
マ
ラ
ソ
ン
2
0
1
9
」が
3
月
17
日
に
開
催
さ
れ
、徳
島

県
本
部
は
県
本
部
長
を
は
じ
め
職
員
30
人
が
応
援
隊
を
結
成
し
、ラ
ン

ナ
ー
へ
の
応
援
活
動
を
行
い
ま
し
た
。

　
応
援
隊
は
マ
ラ
ソ
ン
コ
ー
ス

と
な
っ
た
県
本
部
上
板
畜
産
セ

ン
タ
ー
前
の
沿
道
で
、
徳
島
県

産
米「
あ
き
さ
か
り
」の
一
口
サ

イ
ズ
の
お
に
ぎ
り
1
万
個
と
徳

島
県
産
ス
ダ
チ
飲
料「
ザ
・
す

だ
ち
」3
0
0
0
本
分
を
配
布

し
、
声
援
と
拍
手
で
ラ
ン
ナ
ー

を
熱
く
応
援
し
ま
し
た
。

　

当
日
は
朝
か
ら
曇
り
空
で
、

昼
前
に
は
強
い
風
雨
に
見
舞
わ

れ
ま
し
た
が
、
懸
命
に
走
り
込

ん
で
く
る
ラ
ン
ナ
ー
か
ら
は
、

「
お
に
ぎ
り
最
高
!
」な
ど
好
評

の
声
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　
12
回
目
と
な
る
マ
ラ
ソ
ン
大

会
に
は
、
県
内
外
や
海
外
か
ら

過
去
最
高
の
1
万
4
5
8
9
人

の
ラ
ン
ナ
ー
が
参
加
し
ま
し
た
。

県
本
部
か
ら
も
多
く
の
職
員
が

出
場
し
、
自
己
ベ
ス
ト
や
完
走

な
ど
の
目
標
達
成
を
目
指
し
、

春
を
目
前
に
控
え
た
阿
波
路
を

駆
け
抜
け
ま
し
た
。

ラ
ン
ナ
ー
に
声
援
を
送
り
な
が
ら

一
口
お
に
ぎ
り
を
配
布

駆
け
抜
け
る
ラ
ン
ナ
ー
に「
ザ
・
す
だ
ち
」

で
お
も
て
な
し
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News!

山形県本部・鶴岡高専が研究交流で協定書締結
「ＫＯＳＥＮ版簡易ウェザーステーション」設置し、栽培管理確立と実用化目指す 山形県本部

　
山
形
県
本
部
と
鶴
岡
工
業
高
等
専
門
学
校
は
3
月
20
日
、「
研
究
交
流

と
地
域
貢
献
に
関
す
る
協
定
書
」を
締
結
し
ま
し
た
。山
形
県
本
部
の
園

芸
産
地
拡
大
実
証
研
修
農
場（
山
形
県
三
川
町
）に
、鶴
岡
高
専
が
開
発

し
た「
Ｋ
Ｏ
Ｓ
Ｅ
Ｎ
版
簡
易
ウ
ェ
ザ
ー
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
」を
設
置
し
、気

象
デ
ー
タ
を
基
に
作
物
の
栽
培
管
理
や
指
導
の
確
立
と
実
用
化
を
目
指

し
た
共
同
研
究
を
実
施
し
ま
す
。

　

Ｋ
Ｏ
Ｓ
Ｅ
Ｎ
版
簡
易
ウ
ェ

ザ
ー
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
は
、
同
校

の
神
田
和
也
副
校
長
が
代
表

を
務
め
る
全
国
Ｋ
Ｏ
Ｓ
Ｅ
Ｎ

農
業
Ｉ
Ｃ
Ｔ
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
が

２
０
１
４
年
か
ら
開
発
に
取
り

組
ん
で
き
ま
し
た
。温
度
、湿
度
、

気
圧
、
風
向
、
風
速
、
雨
量
、
日

射
量
を
計
測
・
分
析
し
、
デ
ー

タ
を
ク
ラ
ウ
ド
で
共
有
。専
用
サ

イ
ト
を
通
じ
て
、パ
ソ
コ
ン
や
ス

マ
ー
ト
フ
ォ
ン
な
ど
で
確
認
で

き
ま
す
。計
測
の
機
械
は
太
陽
電

池
と
バ
ッ
テ
リ
ー
を
備
え
て
い

る
た
め
、電
源
確
保
の
心
配
も
な

く
、露
地
に
も
対
応
で
き
ま
す
。

　
現
在
、既
存
の
気
象
デ
ー
タ
観

測
シ
ス
テ
ム
は
高
額
な
た
め
、普

及
し
て
い
な
い
の
が
現
状
で
す
。

鶴
岡
高
専
が
開
発
し
た
シ
ス
テ

ム
は
、高
機
能
か
つ
低
価
格
で
、

一
般
農
家
へ
普
及
・
販
売
す
る
こ

と
を
目
指
し
て
い
ま
す
。今
回
、

県
本
部
の
農
場
ハ
ウ
ス
内
に
11

基
、屋
外
に
１
基
の
計
12
基
を

設
置
し
ま
し
た
。ハ
ウ
ス
に
は
、

4
月
以
降
ミ
ニ
ト
マ
ト
や
パ
プ

リ
カ
な
ど
の
作
付
け
を
予
定
し

て
い
ま
す
。

　

同
日
開
い
た
記
者
会
見
で
、

山
形
県
本
部
の
後
藤
和
雄
県
本

部
長
は「
Ａ
Ｉ
や
Ｉ
Ｃ
Ｔ
の
導

入
に
よ
っ
て
、
栽
培
技
術
の
継

承
や
新
規
就
農
者
の
参
入
に
期

待
で
き
る
」と
話
し
ま
し
た
。鶴

岡
高
専
の
髙
橋
幸
司
校
長
も「
全

国
の
革
新
的
な
モ
デ
ル
ケ
ー
ス

と
な
る
。協
力
し
て
成
果
を
上
げ

た
い
」と
意
気
込
み
ま
し
た
。

協定書を手に、握手を交わす
後藤県本部長㊨と高橋校長

News!

第４回全国サクランボ研究大会山形県大会を開催
品種動向、省力化に向けた栽培方法を紹介 山形県本部

　
全
国
果
樹
研
究
連
合
会
と
全
国
サ
ク
ラ
ン
ボ
研
究
大
会
実
行
委
員
会

（
事
務
局
＝
県
J
A
園
芸
振
興
協
議
会
・
J
A
全
農
山
形
）は
3
月
14
、

15
日
、第
4
回
全
国
サ
ク
ラ
ン
ボ
大
会
山
形
県
大
会
を
開
催
し
ま
し
た
。

北
は
北
海
道
か
ら
南
は
滋
賀
県
ま
で
、サ
ク
ラ
ン
ボ
生
産
者
約
4
0
0

人
が
出
席
し
、産
地
間
の
交
流
を
深
め
、サ
ク
ラ
ン
ボ
産
業
の
さ
ら
な

る
発
展
を
目
指
す
こ
と
を
決
議
し
ま
し
た
。

　
1
日
目
、
天
童
市
で
開
い
た

研
究
大
会
で
は
、「
サ
ク
ラ
ン
ボ

到
来
1
5
0
年
〜
未
来
へ
つ
な

ぐ
サ
ク
ラ
ン
ボ
づ
く
り
〜
」を

テ
ー
マ
に
、
生
産
技
術
の
向
上

と
生
産
振
興
・
拡
大
を
目
指
し

て
情
報
交
換
を
行
い
ま
し
た
。主

産
道
県
の
研
究
機
関
担
当
ら
が
、

品
種
動
向
や
生
産
の
方
向
性
に

つ
い
て
発
表
。特
に
、山
形
県
が

果
樹
で
初
め
て
導
入
す
る「
生

産
者
登
録
制
度
」と
大
玉
新
品
種

「
山
形
C
12
号
」の
紹
介
は
注
目

さ
れ
、「
今
後
他
県
で
も
栽
培
で

き
る
の
か
」な
ど
活
発
な
質
疑
応

答
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　
2
日
目
は
、
天
童
市
と
東
根

市
の
生
産
者
園
地
や
県
農
業
総

合
研
究
セ
ン
タ
ー
園
芸
試
験
場

を
視
察
し
ま
し
た
。現
在
出
荷
に

向
け
て
動
い
て
い
る
加
温
ハ
ウ

ス
栽
培
や
、
園
芸
試
験
場
が
進

め
て
い
る
省
力
・
軽
労
化
の
た

め
の
新
た
な
生
産
方
式
に
つ
い

て
紹
介
が
あ
り
ま
し
た
。生
産
技

術
を
現
場
で
生
か
そ
う
と
、
参

加
者
ら
は
園
主
や
担
当
者
に
熱

心
に
質
問
し
て
い
ま
し
た
。省力化の栽培方法を紹介した園

地視察（３月15日、山形県寒河江
市で）

品種動向や生産の事例発表が行われた
研究大会（３月１４日、山形県天童市で）
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ＪＡ全農のインターネット
ショッピングモール

　北海道の大自然の中で肥育された「十勝ナイタイ和牛」焼肉用
をご紹介します。
　「十勝ナイタイ和牛」は、上士幌町内で生まれ、育成、肥育され
た一貫生産和牛です。
　その中でもA4・A5ランクだけに「十勝ナイタイ和牛」の称号が
与えられます。厳しい条件をクリアする和牛は年間で120頭前後
と極めて少なく、大変貴重なお肉です。
　飼料は、町内産乾草と道内産稲など、道内産粗飼料にこだわ
っており、卓越した肥育技術と細やかな管理でつくられる、独特
の甘みと、赤身の深い味わいは、一度食べるとやみつきになるこ
と間違いなし！
　ぜひこの機会に「十勝ナイタイ和牛」を味わってみてください。

北海道 十勝 上士幌町産 十勝ナイタイ和牛 
モモまたは肩 焼肉用（400㌘）……5434円

JA上士幌町（北海道）

JA全農提供FM番組（TOKYO FM／JFN38局）
毎週（月）～（金）6:30～6:35全国一斉生放送！
今朝の日本農業新聞の記事とJAの役員インタビューをお届けします！

JAタウンは
こちらから

関
東
地
区
ス
ー
パ
ー
で
販
売
を
始
め
た「
農
協
珈
琲
」

　協同乳業株式会社は、酪農生産者の思いが詰まった新商品「農協珈琲」
（１㍑紙パック）を３月25日、関東地区のスーパーマーケットで販売を始めました。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　   【協同乳業㈱】

　この「農協珈琲」は、素材のおいし
さにこだわったミルクのコク豊かな
コーヒーです。健康な牛は良質な草
から、良質な草は健康な土からと、自
然循環型サイクルの酪農を大切にし
ている青森県の酪農家が生産して
いる生乳を、ぜいたくに73%使用。
コーヒーは、豊かな自然に恵まれたコ
ロンビア産のコーヒー豆を使用しまし
た。生乳、コーヒー、砂糖だけで作ら
れていることから、素材そのもののお
いしさを実感していただける商品と
なっています。
　生産者とのつながりと素材のおい

コーヒー

酪農家の思いを込めて

青森県産生乳73％使用

しさを大切にした、「農協」ならではの
おいしいミルクコーヒーをぜひ、お楽
しみください。

商品名：農協珈琲
種類別：乳飲料
内容量：1000ml
保存温度：要冷蔵（10℃以下）
発売地域：関東地区
希望小売価格：290円（税抜）
発売日：2019年3月25日（月）

商品概要

クーポントピックス ポイント

スマホアプリを公開中
JA全農のイベントや新商品に関する最新情報が
さらに充実！ 作動環境：スマートフォン iOS８以上　Ａndroid4.3以上

「食と農」の情報を広く消費者へ！

「農協珈琲」新発売

　　　　　　の農畜産物が当たる
キャンペーンを予定しています
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愛
媛
さ
と
い
も
広
域
選
果
場
が
稼
働（
愛
媛
県
本
部
）

「未来ある村 日本農泊連合」の
結成記念シンポで神出理事長が講演
（くらし支援事業部）

新生「㈱エーコープ近畿」がスタート
（くらし支援事業部）

米の鑑定技術競うＪＡグループ
全国農産物鑑定会開催（米穀部）

全農の自己改革状況は計画どおり
（広報・調査部）

兵庫、大阪の農高で「酪農の夢」出張授業
（酪農部）

「とくしまマラソン２０１９」で応援活動
（徳島県本部）

全国サクランボ研究大会山形県大会を
開催（山形県本部）

山形県本部・鶴岡高専が研究交流で
協定（山形県本部）

「農協珈琲」を発売（協同乳業㈱）

ＪＡタウンショップ紹介
　ＪＡ上士幌町（北海道）

3面

Web版JA全農ウィークリーは
こちらから

https://www.zennoh-weekly.jp/

4
面

5

6

8

7

カーリング男子日本代表に
「ニッポンの食」を提供（広報・調査部）

Web
限定

2

3

総務人事部、
広報・調査部

中期3か年計画などを承認した第51回臨時総代会（４面）

愛媛県四国中央市で稼働した愛媛さといも
広域選果場（3面）

研究交流の協定書を手に握手を交わす後
藤和雄山形県本部長㊨と高橋幸司鶴岡工
業高等専門学校長（７面）

中期３か年計画などを承認
第51回臨時総代会を開催

（ ）
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